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第１回  平成１９年５月２８日
テーマの種を出し合う 
　中宮及び太子橋について、知っていること、 
　知りたいこと

第２回  平成１９年７月３日
テーマを決める 
　テーマのアンケート 
　・テーマを限定しない地域史づくり

第３回  平成１９年９月７日 重誓寺で前ご住職にお寺や地域の歴史に 
ついてお話をお聞きする

第４回  平成１９年１０月４日 太子橋フィールドワーク 
　太子橋小学校前～淀川～太子橋中公園 
　～淀川工業高校までのまちあるき

第５回  平成１９年１１月２２日 担当してみたいもの 
　発表会の開催に向けた内容の整理

第６回  平成２０年１月２９日 紙面レイアウト 
　このワークショップと成果発表会の名称決定

第８回  平成２０年３月１３日 地域史最終レイアウト 
　発表会の最終調整

第７回  平成２０年２月２６日 地域史の記事確認 
　発表会の具体内容を調整

平成２０年３月２２日

成果発表会 旭図書館多目的室において、 
地域史づくりワークショップ発表会 
「旭区　いま・むかし」を開催
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重誓寺は浄土真宗本願寺派の寺院である。その歴史を辿れば、治承４年（１１８０）高倉上皇、巖島行幸の

途中淀川を下り、川尻の藤原國網の寺江山荘に泊まられたが、その山荘が縄御殿とも呼ばれていた。後に

高倉上皇がそれを仏法弘通の場として、人々を現当安隠しならしめるように宜うた。そのお言葉を継承し

て、藤原國網、阿弥陀如来画像を安置して、白蓮院と名付け、大勢の人々が参詣していた。

その後、文歴元年（１２３４）國網、賢浄という僧を請じて人々を教化させていた。

賢浄は島津友廣という鎌倉の武士であったが、親鸞聖人関東御化導の節、帰依してお弟子となり、法名を

賢浄と賜わったと伝えられている。

開基賢浄より当院第１０代宗賢の時代に、本願寺第８代

蓮如上人、明応５年（１４９６）上町台地に本願寺の坊舎

を建立された。その頃、蓮如上人が当寺にお立ち寄りされ、

御名号を御染筆なし下された。また、境内に松と藤をお手

植されたが、松は早く枯れ、藤はその一部が残っていたが

本堂のすぐ裏にあったため昭和２０年６月７日の戦災で

本堂と共に焼けてしまった。昭和１９年梵鐘が軍需の為

供出された。
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当院第１１代西了に至り、

本願寺　實如上人より

「重誓寺」という寺号を賜わった。

永正１７年（１５２０）方便法身の画像を（現存：

写真左）、貞享元年（１６８４）阿弥陀如来木佛

を（現存：写真右）本願寺より賜わった。

当院第１３代浄念の時、本願寺と織田信長との間に石山合戦がおこり約１０年間本願寺は籠城した。その

時、この榎並の村々より番衆や兵糧を送った。特に青田を刈って夜ひそかに運んだということで「青田刈

り」という言葉が出来たそうである。

それを起源して本願寺よりこの榎並の寺、門徒にご消息が下され、江戸時代に榎並十四日講という講社が

出来て、昭和の中頃まで、榎並（旭区、城東区、都島区）の浄土真宗各寺で毎年その御消息披露の法座が開か

れていた。

明治５年に小学校の制度が始まったが、明治８年７月に寺内に中村小学校が設立され、大阪府第五大区３

小区で江野、中（中宮）、南島（大宮）、荒生（生江）内代、関目の子弟が通学した。その後、明治１３年３月に５

番小学校、明治２０年４月に中村簡易小学校と称し、明治２２年７月城北尋常小学校が創立されるまで続

けられた。

昭和２０年６月７日、大阪市北東部の大空襲があり、寺は子弟焼夷弾で、本堂庫裡書院等全焼した。

その時、多くの寺宝、記録が消失したが、次のものが疎開により消失を免れた。

御本尊木佛（上記）方便法身画像（上記）、聖徳太子。七高僧画像、その他山門、喚鐘、大銀杏等、昭和５２年門

信徒の協力により現在の本堂が再建された。平成１５年蓮如上人５００回忌当寺２８代住職継職法要の

記念行事として山門など新築が行われた。　＜島津＞

平成１９年９月７日（金）、３回目となる中宮・太子橋地域史づくり

ワークショップでは、中宮にある重誓寺（じゅうせいじ）にお伺いし、

お寺の二十七代目である前ご住職にお寺や地域の歴史についてお

話をしていただくとともに、ご本尊や聖徳太子御影などを拝観させ

ていただきました。

「重誓寺真宗関係史料」は、大阪市指定文化財（分類：
指定有形文化財・歴史資料）として指定されています。
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光親郷の記に曰く、壽永年中五条大納言國網郷ここを領し、高倉上皇嚴島行幸の時、行宮を営講すと云々。 

（摂津名所図繒）

かくて、御舟をいだして、こち風をおいて下らせ給、さる時に川じりの寺江といふ所につかせ給ふ、國網の大

納言御所つくりて御まうけ心をつくして、御舟ながらに差し入れて、釣殿よりおりさせ給ふ。 

（高倉院嚴島御幸記）

淀川の汀、中村をいふ、むかし川船にて西海へ趣く時は必ず船をここに繋ぐなり。

＜島津＞

改修前、淀川図　（旭区政誌　昭和２８年　大阪市旭区役所発行より転載）
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よく竹竿で棒高跳びのまねをし、どぶ川を飛び越えましたが、

うまく飛び越えられたら近道が出来たと喜んでいました。

…が失敗し、川にはまり母親にしかられました。

しかし、今日のように化学物質に汚染されたりではなく、か

える、青大将等が生息し、イチヂク、ビワの木などもありま

した。玄関が川に面した家は、各家ごとに木の橋が渡してあ

り、一号線をひとつ東に入るだけでのどかな場所でした。

昭和２４年、今の古市小学校(当時は分校)の東側にある井

路川が暗渠工事されているのを見て、早く家の前のどぶ川

を埋め立たてて欲しいと考えていました。　＜中村＞

森小路の家の前は井路川でした。

どこから流れてきたのだろうか？どっちの方へ流れていったのだろうか？
かつて淀川が上辻霊園のところで水が樋の所を通って、清水千林を通って、
ゆうゆうと流れていた道筋がそのまま残っているのがなつかしい。
上辻霊園の所から北清水、貝脇、千林になり左へ曲がって清水小学校の方
へ行く。
清水小学校へ通っていた頃、夏は学校から水泳をするために淀川の方へ行
った。運河と言われていた川で、整備されていたきれいな川だった。
その後、高速道路が出来ている（江野川といっているのだろうか？）。だん
だんと変わってきている。千林小学校は京阪千林のあたりで、人がふえて古
市と清水の小学校に分かれる。
うちの父も千林小学校に通っていたそうだ。

淀川がこの墓のところあたりで、平地に流れて河内平野になってゆく。
江戸時代終わり頃"姓"をつけるのにいろいろ考えたらしいが、うちのおじ
いさんは樋のそばにあった家だから樋口という姓にした。また、もう一軒
は樋の上という姓にしている。今もその人々は同じ辺りにいる。
戦時中は、家の座敷の床を上げた地下に防空壕を掘って、空襲のサイレン
が鳴ったら、あわてて逃げ込んだものだった。

息子が生まれて間なしだったので、大変だったが、この辺は被害がなかっ
たので、まだましだった。　＜上田（信）＞

井路川の名の由来は？どうして言ったのか？
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正式名称は樋管統一水路

江野川の正式名称は樋管統一水路と言います。

昭和以前の旭区の地域は純農村地帯でした。当然田畑の灌漑用水

として淀川の堤防に樋門・樋管をもうけ、農業用水の取り込みをし

ていました。しかし、これらが老巧化すると堤防の安全に影響を与

え、補修費用も多額に上ることから、それらを統一し、一ヶ所から

取水して堤内用水路で田畑に配分する計画が建てられました。

枚方市字伊加賀地先に新合同樋門を建設し、上庄・出口・二十箇・茨

田・佐太・八雲・五箇・榎並の８用水樋をまとめ、さらに流末の予備

水路として在来の榎並用水の一支江野樋の地点を基点に、城北運河

（現、城北川）へ放流する計画です。

この事業は昭和８年に着工、昭和９年に完成しました。

昭和に入ると大阪市は、大大阪（ダイオオサカ）と称される程工業・

商業が発達し、それらに関わる人々の住居地帯の整備のため、土地

区画整理事業が始まりました。

旭区の中宮地区は、榎並の荘土地区画整理事業として昭和７年よ

り工事が始まり、昭和１７年に完成。今の様な碁盤目の町が完成し

ました。

それまで農業用水だった江野川は、雨水・悪水の排出路として利用

目的が変更されていきました（ちなみに江野公園はこの区画整理

事業の一つとして昭和１２年にできました）。

大阪で万博（昭和４５年）が開かれることとなり、交通網の整備の

ため高速道路が計画されました。その予定地として江野川の上を

使用することになりました。
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高殿へ約２５年前に移り住むことになり、現在の旭区のことしか解らないので、昔の町を知りたくて
この会に参加させて頂きました。
この街は淀川によって発展。風水害にあったりしたが京街道や太閤提に守られてきました。
明治から大正にかけて、淀川の大改修によって淀川が安定し、農園地帯となり江野川、井路川が網の
目のように事細かく流れ、田畑や小舟の便に利用されました。
この土地に京阪電車が走り、大阪に行って働く人達の町へ。
千林商店、ダイエーをはじめ、ニチイ、長崎屋の大店の進出。
平太の渡しから豊里大橋へ。地下鉄、国道１号、大阪内環状線、阪神高速などが発展したが、代わり
に江野川や井路川がなくなりました。　＜遠藤＞

今の旭区が変化したことを知りました。

しかし、道路予定地に沿って大宮西小学校・大宮中学校・大阪工業大学

等教育施設が並んでいるため環境問題として反対運動が起きました。

話し合いが続けられ、高架橋の高さを嵩上げし、さらにプラスチック

板の遮音壁を造ること、及び江野川跡を緑陰道路化することで話し合

いがつきました。結局守口線は万博には間に合わず、昭和４６年に共

用開始となりました。

江野川は昭和４９年に完全に暗渠化され、江野川筋自転車歩行者専

用道路（守口市外島町から大阪市旭区区役所までの約３．５ｋｍ）とし

て整備され現在に至ります。　＜冨増＞
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隔年、８月より９月に根茎を収穫し、泥を洗い落として３０cm
位に切り、それを縦に２つに割って、干し、ひっくり返して、
ポキポキに折れるまで乾かし、水分をとる。 
それを、大阪の薬種問屋に出荷されていた。
大正８年度の収穫高凡そ千貫（３７５０ｋｇ）
価額１５００円（当時）。　　＜上田（勢）＞

ワークショップの中で「柳通り」という通り
の名前がよく出てきます。
「柳がある通り？」といつも首をかしげてい
たところ、その答えが旭区のホームページに
ありました。確かに今はない柳の木が街路樹
として植えられています。 
＜ファシリテーター＞

河骨とは、スイレン科の多年草
地下茎が竹のように太く、根が多く出ていて、 
地下茎が強壮、止血剤の薬となり脚気にも効能がある　　。
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昭和２０年６月７日の空襲で私の生家も焼けた。重誓寺さんも焼けた。
蓮如上人お手植えの松、藤も大きな伽藍と共にすべて灰に帰したときいている。

この時はＢ２９が２５０機以上。Ｂ２４護衛機を引き連れて小型爆弾や油脂焼夷弾で空爆し、 
約２８００人が死亡。旭区でも２６１人が死亡した。
この日、私も空襲警報発令と同時に城北方面に逃げた。
（その日は６月１日の空襲で在学していた清水谷高女も被災し、同じ壕にいた学友３人も亡く
していたので学校が閉鎖になっていた）
そして、赤川鉄橋付近で容赦なく機銃掃射爆弾の雨が降った。その弾痕は今はない。
私は、その時履いていた下駄の後かけのひも（ぬげないように）の調子が悪くモタモタしてい
る間にそれに遭遇し、急降下してきた米軍兵の顔まで覚えている。
その後、身許不詳や引き取り手のない遺体は数カ所で野焼され、淀川の堤防付近に千数百体が
運ばれて荼毘に付され遺骨はその土中に葬られた。
それを衰んで、篤志家の東浦栄二郎氏が庭石に千人塚を刻んでその場所（現在より東の堤防の
中腹）におかれたときいている。
現在は、堤防上に由末記と共に黒御影を台座にした千人塚があり、毎年６月に慰霊祭が行われ、
当時を偲びその冥福を祈っている。どんなに無念であったことだろう。
思うに私たちが生き抜けてきた時代の中で、それぞれの戦時体験とその時代や想い出を戦争
を知らない世代に是非共語りかけたいと思う。
それこそ、消えていく過去への何よりのレクイエムになるというものであろう。　＜竹中＞

戦
災
の
想
い
出
は
切
な
い　
　
　

。

まず、私達が直面したのは食糧にまつわる
ホロ苦い経験である。
さつま芋（芋でない）のつる、南瓜のつるも
筋をとって食べた。その他、ｅｔｃ・・・
それでもアメリカのララ物資のおかげで
固いコッペパン、団子汁（後にスイトン？
という名に変わったが）一番びっくり唖然
としたのはアメリカ軍の非常食セットの
豪華版である。食後の煙草まで付いていた。
日本の乾パン糒（ホシイ）とはえらい違い
である。　　＜竹中＞
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旭区の歴史を子どもたちに残すため、みなさんが持っておられる古い写真や資料をお貸しください。 


